
採
用
へ
の
壁
を
徐
々
に
ク
リ
ア

バイオマスプラスチック
　石油由来プラスチックからの代替として

早くから期待されながら「当初の予想より

も普及の足取りが鈍い 素材メーカー）と

指摘されるバイオマスプラスチック。価格

が高い、硬くてもろい、結晶化速度が遅く

生産サイクルが悪いといった課題のほか、

耐熱性が低く代替分野は限定的、ともいわ

れる。しかし、ここ数年の研究開発で状況

に変化の兆しが見える。ほかの材料との複

合化や、可塑剤の進化により用途開発が加

速。さらに、耐熱性や電気特性に優れた新

たなバイオマスポリマーも出始めた。

ド
ア
パ
ネ
ル
に
植
物
由
来
の
発
泡
樹
脂
軽
量
化
、
断
熱
性
が
強
み

Ｊ
Ｓ
Ｐ
が
試
作
し
た
発
泡
樹
脂
を
使
っ
た
軽
量

ド
ア
パ
ネ
ル

と
従
来
の
鋼
板
製
ド
ア
パ
ネ
ル

２
０
１
１
年
１
月
、
ク
ル
マ
の
軽
量
化
技
術
展

可塑剤が欠点をカバー本格的な普及期に備える

優
れ
た
耐
熱
性
、
電
気
特
性
　
ポ
リ
尿
素
で
エ
ン
プ
ラ
代
替

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ４月１９日 火曜日 　　

　
一
般
的
に
植
物
由
来
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
石
油
由
来
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
比
べ
て
価
格
が

高
い
の
は
事
実
。
た
だ
、
そ

れ
は
単
純
な
代
替
品
と
し
て

見
た
場
合
の
こ
と
だ
。
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
に
見
合
う
だ
け
の

付
加
価
値
が
あ
れ
ば
、
素
材

単
価
の
比
較
論
で
は
な
く
な

る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｐ
は
発
泡
樹
脂
素
材

を
使
い
、
自
動
車
ド
ア
パ
ネ

ル
な
ど
の
外
装
材
の
軽
量
化

の
提
案
を
始
め
た
。
植
物
由

来
樹
脂
の
発
泡
部
材
を
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ

Ｐ

で
挟
む
こ
と
で
、
鋼
板

同
等
の
強
度
と
約
４
割
の
軽

量
化
を
両
立
し
た
。

　
同
社
は
独
自
の
工
法
を
開

発
し
、
自
動
車
の
外
装
部
材

の
中
で
最
も
加
工
が
難
し
い

と
さ
れ
る
ド
ア
パ
ネ
ル
の
試

作
に
成
功
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
発
泡
樹
脂
素
材

は
自
動
車
の
内
装
部
材
と
し

て
実
績
が
あ
り
、
今
後
は
外

装
材
と
し
て
利
用
範
囲
拡
大

を
狙
う
。
ま
た
同
材
料
は
軽

量
化
だ
け
で
な
く
、
発
泡
樹

脂
特
有
の
断
熱
性
も
強
み
。

「
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

は

ガ
ソ
リ
ン
車
に
比
べ
暖
房
に

必
要
な
電
力
が
多
い
。
暖
房

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
断

熱
性
の
あ
る
部
材
が
役
立

つ
」

Ｊ
Ｓ
Ｐ

と
期
待
す

る
。

　
大
八
化
学
工
業
は
ポ
リ
乳

酸
用
可
塑
剤
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ｔ
Ｙ

ダ
イ
フ
ァ
テ
ィ

―
１
０
１
」
を
開
発
。
硬
く

て
も
ろ
い
ポ
リ
乳
酸
の
欠
点

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
フ

ィ
ル
ム
や
シ
ー
ト
、
成
形
品

へ
の
用
途
開
発
を
後
押
し
す

る
。
植
物
由
来
で
あ
る
ポ
リ

乳
酸
は
す
で
に
工
業
生
産
さ

れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
主
力
。
ダ
イ

フ
ァ
テ
ィ
も
パ
ソ
コ
ン
や
プ

リ
ン
タ
ー
部
品
の
成
形
で
の

採
用
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
。
ダ
イ
フ
ァ
テ
ィ
は
ア
ジ

ピ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
の
一
種
。

ポ
リ
乳
酸
と
の
相
溶
性
が
高

く
、
少
量
の
添
加
で
軟
質
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
の
よ
う
な
柔
ら

か
さ
を
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

　
加
え
て
、
「
耐
揮
発
性
も

良
好
で
成
形
時
の
減
量
、
臭

気
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
な

い
」

永
田
厚
志
大
八
化
学

工
業
市
場
開
発
部
主
査

の

も
特
徴
。
ポ
リ
乳
酸
の
結
晶

化
速
度
を
向
上
さ
せ
る
効
果

も
あ
り
、
生
産
サ
イ
ク
ル
改

善
の
一
助
と
な
る
。

　
同
社
で
は
す
で
に
海
外
で

の
ダ
イ
フ
ァ
テ
ィ
の
化
合
物

登
録
に
も
着
手
。
現
段
階
で

は
中
国
、
韓
国
、
台
湾
で
登

録
済
み
、
米
国
は
登
録
作
業

中
。
ポ
リ
乳
酸
は
世
界
最
大

手
の
米
ネ
イ
チ
ャ
ー
ワ
ー
ク

ス
が
大
幅
な
増
産
計
画
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
用

し
や
す
い
価
格
に
な
る
と
い

う
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

本
格
的
な
普
及
期
が
数
年
内

に
訪
れ
そ
う
だ
。

　
「
将
来
を
考
え
る
と
、
バ

イ
オ
マ
ス
由
来
ポ
リ
マ
ー
が

ポ
リ
乳
酸
一
つ
だ
け
で
は
す

べ
て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
い
」

松
本
哲
夫
ユ
ニ
チ

カ
技
術
開
発
本
部
長
兼
ユ
ニ

チ
カ
中
央
研
究
所
所
長

と

の
見
方
が
あ
る
。
ユ
ニ
チ
カ

は
ポ
リ
乳
酸
を
用
い
た
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
「
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｃ

テ
ラ
マ

ッ
ク

」
を
事
業
化
し
て
い

る
一
方
で
、
「
５
年
後
の
事

業
」

同

と
し
て
ポ
リ
尿

素
の
量
産
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
同
社
は
産
業
技
術
総
合
研

究
所
と
共
同
で
、
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

と
ジ
ア
ミ
ン

か
ら
ポ
リ
尿
素
を
製
造
す
る

技
術
を
開
発
。
再
生
可
能
な

バ
イ
オ
マ
ス
ジ
ア
ミ
ン
を
使

用
し
、
な
お
か
つ
Ｃ
Ｏ
２
を

直
接
固
定
化
で
き
る
た
め
、

究
極
の
環
境
配
慮
型
素
材
と

し
て
拡
販
を
図
る
考
え
だ
。

　
た
だ
、
同
社
が
ポ
リ
尿
素

に
着
目
し
た
の
は
単
に
Ｃ
Ｏ

２
を
削
減
で
き
る
と
い
う
点

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
物
性

に
ポ
リ
乳
酸
に
は
な
い
優
位

性
が
あ
る
か
ら
だ
。
融
点
は

ポ
リ
乳
酸
の
１
７
０
度
Ｃ
に

対
し
、
ポ
リ
尿
素
は
ア
ル
キ

ル
鎖
の
長
さ
に
も
よ
る
が
同

２
０
０
数
十
―
３
０
０
度

Ｃ
。
ポ
リ
乳
酸
で
は
不
可
能

だ
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
が
可

能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
電
気

特
性
に
お
い
て
も
、
一
般
的

な
ナ
イ
ロ
ン
よ
り
誘
電
率
が

低
く
、
耐
電
圧
も
優
れ
て
い

る
。
吸
水
性
も
低
く
、
高
湿

度
下
に
お
け
る
寸
法
や
物
性

の
変
化
が
少
な
い
。

　
耐
熱
性
や
電
気
特
性
が
優

れ
て
い
る
こ
と
で
、
コ
ネ
ク

タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
と
い
っ
た

電
子
部
品
や
、
自
動
車
の
エ

ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
部
品
な
ど

で
の
用
途
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
こ
れ
ま
で

の

高
圧
下
で
し
か
重
合
で
き
な

か
っ
た
ポ
リ
尿
素
だ
が
、
同

社
の
研
究
に
よ
り
５

―

で
の
重
合
が
可
能
に
な

り
、
工
業
化
が
視
野
に
入
っ

て
き
た
。
今
後
、
さ
ら
に
効

率
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
変
更
を

模
索
中
だ
。
サ
ン
プ
ル
供
給

は
２
年
後
の
予
定
。
将
来
的

に
は
用
途
展
開
を
考
慮
し

て
、
生
産
コ
ス
ト
を
１

１
０
０
０
円
前
後
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。

　

　

　ダ
イ
フ
ァ
テ
ィ
を
使
っ
た

　ポ
リ
乳
酸
シ
ー
ト

大
八
化
学
工
業

　

ユ
ニ
チ
カ
は
ポ
リ
尿
素
の

量
産
化
に
取
り
組
む

　

　


